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毘沙門台毘沙門台 学区

対象

締切

【地域高齢者交流サロン】（月１回以上開催）
　地域団体が運営する、地域の高齢者の誰もが参加でき、介護予防を目的に多様な活動
　（レクリエーション、歌、運動、情報交換等）を行う通いの場
【地域介護予防拠点】（週１回以上開催）
　地域高齢者交流サロンの内、いきいき百歳体操などの運動を中心とした介護予防に取組む通いの場
令和５年４月27日（金）必着

まずは生活支援
コーディネーターまで
お気軽にご相談ください

皆さんのふれあい
の場を応援します！ ～生活支援コーディネーターからのお知らせ～

～♪地域のほっとステーション♫～

梅林梅林 学区 ～「安心に暮らせるまち梅林」に～ 

毘沙門台学区は安佐南区の北東部に位置する権現山に造成された風光明媚な団地です。
日頃より先進的な取り組みを行われていますが今回は“若い世代”にスポットをあてています。 

ふれあいセンター絆は子どもたちが困ったときに安心して立ち寄れて、見守ってくれる
地域のほっとステーションです♪ 

今年度に入ってふれあいセン
ター絆に若い世代の方の出入り
が多くなりましたよね　 ？ 

新しいお友達と楽しい時間
を過ごしてもらいました。

小学校に入学する前の不
安を一緒に共有すること
が出来ました。 畑本さん

高齢サロンでの
子どもとの交流 

森本さん

今年度もコロナ禍でどこの地域も行事の開催が難しかったですが、梅林学区の状況はいかがですか？ 

1月に梅林学区社協で月1回開催されている一人暮らしふれあいサロンに参加させていただきましたが、
竹緑会（日本舞踊グループ）さんの舞踊鑑賞を皆さんでとても楽しんでおられましたね。 

長年サロンの活動を継続されていてすごいですね！ 
以前から年末には年越しそばの配食もされていて、コロナ禍にも続けておられたそうですね。 

すてきな 
踊りでした 

退任される 
民生委員さんに 
花束を贈られました 

年越しそば配食の準備を行う、
菅原会長（中）・関本地域福祉推進
委員（左）・学区社協役員の皆さん 

社協主催の盆踊り、町民運動会は中止になりましたが、グラウンドゴルフ大会は実施しました。 
また、学区内のブロック単位では平成26年8月20日豪雨災害の慰霊行事や、3世代ウォーキン
グなど、感染対策を行いながら地域の行事が開催されています。 

竹緑会さんには28年前のサロン開設当初から、毎年来ていただいています。 他にも、社協役員と民生委員が、地域の
みなさんにご協力していただきながら幼稚園児との交流や、健康講座、防犯講座などいろいろな催しを実施しています。 

年越しそば約200個を民生委員さんが出来る範囲で一軒一軒訪問して手渡しています。普段サロンにはなかなか参加されない
男性の一人暮らしの方にも届けています。この取り組みは高齢者の健康状況、生活状況把握を含め地域を支える
見守り活動の一つとして今後も続けていく予定です。 

高齢者サロンだけではなく、子育てサロンにも協力されており、多世代の交流が広がるきっかけづくりに取り組まれて
いる梅林学区では、ますます「安心して暮らせるまち梅林」として地域の方のあたたかいつながりづくりが続いています。 

さらには編集委員が主体となり小学校の新入生

を対象に集いの場を開催されたそうですね。

地域の方々がほっとした気持ちで新年を
迎えられるよう工夫されています！ 

様々な幼稚園、保育園から小学校に入学する前に新１年
生や親御さんの顔合わせの場を企画しました。子どもの
入学する前の不安の解消や親御さん同士のつながりに
役立っていると思います。 

２１の高齢者サロンや子育てサークル、
ボランティア活動等誰もが立ち寄れる
住民、世代を越えた交流の場になって
います。今年度より学区社協の取り組み
に地域の若い方が参加しています。彼ら
の活躍は、笑顔のみなもとであるつな
がりを紡ぐとても大きな役割です♪

取り組みの一つ
として社協だよ
りをリニューアル
されたとお伺い
しました。

地域により身近な社協だよりを目指
し、地域のパパさんママさんに編集
委員になって頂きました。身近な話
題やトピックス、投稿を募集し、新た
な紙面は非常に好評を得ています。

梅林学区は、北側・東側は太田川が安佐北区との境を接し、西側には権現山や阿武山が並んでいます。 

『令和5年度地域高齢者交流サロン運営事業・地域介護予防拠点整備促進事業補助金』について『令和5年度地域高齢者交流サロン運営事業・地域介護予防拠点整備促進事業補助金』について
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ボランティアセンター通信ボランティアセンター通信ボランティアセンター通信ボランティアセンター通信安 佐 南 区
新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止を図るため、今後、本誌掲載の催しなどが中止になる可能性があります。詳しくは申込み先にお問合せください。

子育て・サークル相談子育て・サークル相談 安佐南区くらしサポートセンター安佐南区くらしサポートセンター
第4火曜日　10：00～12：00

所在地 広島市安佐南区中須１－３８－１３
安佐南区総合福祉センター５階

電　話 ０８２－８３１－１２０９
時　間 8：30～17：15

　様々な理由により生活に悩みや不安を感じている方の相談窓口です。
　『長い間仕事から離れていて、なかなか仕事が見つからない』、『家計のやり
くりが難しい』、『借金を抱えて生活が苦しい』などの相談をお受けしています。

　安佐南区社会福祉協議会では、生活上のあらゆる困りごと、悩みごとについての相談を
お受けしています。お気軽にご相談ください。

先輩ママ“MaMaぽっけ”による子育ておしゃべ
りの場です。はじめての子育て、仲間づくりを応
援しています。また、子育てサークルのことや子
どものこと、ママ、パパたちの悩みなどの相談に
のっています。ママ、パパの気分転換にどうぞ!

金銭トラブル、不動産、家庭問題、遺産相続など
分かりにくい法律の疑問に弁護士がお答えします。
広島市安佐南区社会福祉協議会
TEL ：082-831-5011

まごころに感謝します ～寄附は地域を支える第一歩～寄附についてのご案内

皆さまからの温かいご支援が、福祉の向上への大きな力になります。
お寄せいただきました寄附は、下記の事業に使わせていただきます。

　皆さまからお寄せいただく「赤い羽根共同募金」は、地域福祉活動や高齢者・障がい者・
子育て支援等に役立てられています。また、大規模な災害が起こった際に災害ボランティ
ア活動の支援など、被災地を応援するためにも使われています。
　新型コロナウイルス感染症が終息せず大変な状況の中、赤
い羽根共同募金にご協力・ご尽力をいただいた多くの皆さま
にお礼申し上げるとともに、安佐南区でともに生活する皆さ
まがお互いに支え合えるまちづくりのため、今後とも共同募
金へのご協力をよろしくお願い致します。

赤い羽根共同募金のお礼

▲今年度の「赤い羽根×
カープコラボピンバッジ」

令和4年度共同募金実績額 (安佐南区)
令和5年
2月28日現在13,763,167 円

●地域福祉活動　　　 ●障がい者福祉活動
●ひとり親福祉活動　 ●ボランティア活動

指定管理施設のご案内
安佐南区中須一丁目
38番13号

　安佐南区社会福祉協議会では指定
管理者として施設の運営管理をして
います。地域の様々な活動にお使い頂
いておりますので、ご利用につきまし
ては各施設にお問合せ下さい。

安佐南区総合福祉センター

082-831-5011

住所

TEL

皆さまからあたたかいご寄附をいただきました。厚くお礼申しあげます。
お寄せいただいた善意は地域福祉のため、有効に活用させていただきます。
（令和4年8月1日～令和5年2月28日　―受付順―）
●一般寄附　　稲村　眞理子　様　四郎田　政惠　様
●物品寄附　　祇園町農自研究会　木下　登　様

　安佐南区社会福祉協議会では公共交通
機関や家族等の介助による移動が困難な
車いす利用者（障がい者・高齢者）の方々
に福祉車両「うさぎ号」の貸
出を行っています。
　運転者がいない場合には、
運転ボランティアグループ
「うさぎ会」に協力いただき
ながら、車両を運行していま
す。
　ご利用を希望される方は、
安佐南区社会福祉協議会まで
ご相談ください。

　3/11（土）、沼田合同庁舎にて安佐
南区福祉交流会を開催しました。
障がいのある方と地域の方約50名
が集い、風船バレーボールやスプーン
曲げ体験を通じて交流を図りました。
また、障がいのある方が通所する事
業所の物品販売や作品展示もあり、
多くの方にご来場いただきました。

　コロナの終息が見えない中、第9回ボランティアまつりは5年連続の中止となりました。来年度以降のボランティアまつりにかか
る再開への不安やボランティア同士のつながりの希薄化もあり、代替え案として内閣府が定めている防災とボランティアの日（１月
１７日）を「あさみなみボランティアウィーク」と題し、ボランティアの活動紹介やボランティア連絡会にて実施している交流会も兼
ねることを提案し、実施することとなりました。
　２０２３年１月１６日(月)～１月２２日(日)の1週間ボラン
ティア研修室をメイン会場とし、ボランティア団体や作業所
がブースを出したり、パネル展示を行ったりしながら交流を
深めました。また、一般の方も来場を可能とし、密にならな
いよう注意しながら交流を深めました。延べ360名の来場が
ありました。また期間中、スタンプラリーを実施し、来場日数
に合わせて豪華景品を用意し盛況のうちに閉幕しました。

福祉車両「うさぎ号」貸出のご案内 令和４年度  安佐南区福祉交流会のご報告

実施期間1月16日～22日 延べ360人の来場実施期間1月16日～22日 延べ360人の来場
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